
平成２５年度様式 

状況写真（梨の皮むき大会）          状況写真（屋台村でのパスタづくり） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状況写真（キャンプファイアー）        状況写真（井手口川ダムの説明） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状況写真（ダム周辺の清掃活動）        状況写真（ダム周辺の清掃活動） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年度様式 

※ + 

様式第１０号（第１７条関係） 

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名 本明川を語る会 

２ 事 業 名 称 第５回諫早大水害を語り継ぐ～７月２５日を忘れない～ 

３ 実 施 日 時 平成２５年７月２０日（土）  １３：３０～１６：００ 

４ 実 施 場 所 諫早市民センター 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容） 

諫早大水害を風化させないために、体験者手記朗読や体験者談などを通し

て、その災禍を語り継ぎ、安全・安心なまちづくりを目指す。 

（１）諫早大水害記録映画上映 

   『自衛隊の複旧活動』 『米苗植えによる食糧確保の取り組み』 

（２）体験者手記朗読 

『農業再建をめざして』池田正作～朗読ボランティア青葉会 

『母を助けようともがく父』松本憲治作～諫早コスモス音声訳の会

（３）体験者談：井上壽雄（金谷町自治会長）、中山卓久（元諫早市職員）

（４）自治会防災の取り組み発表 

   中村眞夫（多良見町丸尾二区自治会長）～崖崩れを想定した発表～

（５）本明川の歌：『本明川に捧ぐ』（コールすみれ） 『せせらぎの詩』

（葡萄の会） 『とっても大切なもの』（コールすみれ、葡萄の会）

（事業実施効果） 

（１）５回目の事業であったが、今後とも継続することの重要性が確認さ

れた。 

（２）この事業を通して、水害の恐ろしさ・生命の尊さが再認識され、日

ごろの防災対策の必要性など防災意識の高揚が図られた。 

（３）今回は特に自治会の防災の取り組みを発表してもらった。地域の自

主防災の取り組みが余り進んでいないので一定のインパクトがあっ

たと思われる。 

６ 参 加 内 訳 

総人数                         ２５２名 

（１）主催者参加                           ３６名 

（２）日本人参加（（１）を除く）                   ２１６名 

（３）外国人参加（（１）を除く）               ０名 

７ 今 後 の 方 針 

（１）この事業の成果・課題などを検証し、内容を充実させる。 

   地域自主防災活動や高齢者・障害者・子供等の避難対策を考えたい。

（２）行政との協働体制を維持する。今回から諫早市も「本明川を語る会」

のメンバーになった。 

（３）助成金を活用して、必要経費を確保する。 

様式第１１号（第１７条関係） 
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平成２５年度様式 

状況写真（聴講状況）               状況写真（諫早大水害記録上映） 

 
状況写真（朗読）               状況写真（水害体験者談） 

 

状況写真（自治会防災の取り組み）       状況写真（本明川のうた） 

 

 

平成２５年度様式 

※ + 

様式第１０号（第１７条関係） 

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名 ＮＰＯ法人みずのとらベル隊 

２ 事 業 名 称 みんなで守ろう！下六嘉湧水群と加勢川の豊かな水を 

３ 実 施 日 時 平成 25 年 8 月 31 日(土)、9月 1日(日) 午前 9：00～午後 5：00 

４ 実 施 場 所 熊本県上益城郡嘉島町下六嘉 旧矢形川 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容）＊できるだけ詳細に 

① 湧水マップに基づき湧水群を地域住民と散策し外来種と在来種・河床ヘ

ドロ化の状況を把握し対処法と予防法を学び、豊かな湧水と私たちの関

わりの尊さを再認識する。 

② 昨年の駆除活動区域の検証確認を行い、新しい区域の駆除活動に入る。

実際に水中に入って根元からの駆除と藻取り船を使っての両方からの

駆除活動に取り組む。 

 

 

（事業実施効果） 

① 地域住民と新たな参加者が湧水群を散策し、河床ヘドロ化・在来種の減

少と外来種の繁茂などが、河川環境悪化や有明海の海苔網をはじめ漁業

に与える影響を知り、豊かな湧水と私たちの暮らしの関わりの尊さを再

認識し意識の向上をすることができた。 

② 前回からの参加者への呼びかけと、新たな参加者が一緒に活動に取り組

み問題点を共有してもらい継続性とひろがりのある活動への足掛かり

とすることができた。 

③ 根元からのと藻取り船を使った駆除により活動範囲の外来種を広範囲

に駆除することができた。 

   

６ 参 加 内 訳 

総人数                          ２５名 

（１）主催者参加                           １０名 

（２）日本人参加（（１）を除く）                    １５名 

（３）外国人参加（（１）を除く）                名 

７ 今 後 の 方 針 

今後は、期間を空けずに継続的に駆除活動が行えるように努め、参加者と

共に継続的かつ広がりのある活動を行う。 

同時に、より多くの地域住民と、豊かな湧水と私たちの暮らしの関わりが

より良い循環をしながら次世代へと継承できるように活動を継続する。 

 

□ 支援金対象事業に係る資料、写真など 
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